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研 究 主 題

生 徒一人一人の学 習意欲を高め、 主体 的な言語活動 を促 す指導 と評価の工夫

1研 究主題設定の理由

21世 紀 を 目前 に して、現代 の社会 は国際化、情報化 が進展 す るとと もに、科学技 術 の一 層 の

発展が続 くな ど激 しい変 化 の中にあ る。 また、 日常 の生 活様 式が変化 し、人 々の価値観 も急速

に多様化す るな ど生徒 を取 り巻 く生活環 境 は大 きく変 わ りっっ ある。

その よ うななかで学校 教育 には、生涯 を通 じて社会 の変化 に主体的 に対応 し、た くま しく生

きる人間 の育成 が強 く求 め られ てい る。 特 に中学校教育 にお いて は、基礎的 ・基 本的事項 の徹

底 とと もに、生徒一人一 人 の個性 を生 か し、学習へ の関心 ・意欲 を高め、生涯 にわた って主体

的に学 習 に取 り組 む能力 や態度 の育成 が大 きな課題 とな ってい る。

国語科 の立場か らこれ らの課題 に応 え るために、本分科会 で は次 の三っ の視点 に立 って研究

を行 うことと した。

第一 に、生徒一人一人 の国語 に対す る学 習意欲 を高 める ことが重要 であ る と考 えた。 個性 を

生 かす教 育を進 あるために は、生徒 の内発 的な意欲や主体 的な態度 を育成 す る ことが大切で あ

る と考 えたか らで ある。 また、国語 を学 ぶ ことの楽 しさや成就感 を体 得 させ 自 ら学ぶ 意欲 を高

める ことは、生 涯を通 じて国語 を尊重 し、学 び続 けるとと もに、 た くま しく生 き抜 いて い くた

めの基盤 とな る力を育成 す る上 か らも大切 であ る。

第二 に、生徒一 人一 人 の主体 的な言語活動 の充実 を図 る ことが重要 であ ると考 えた。 言語の

教育 を担 う国語科 には、生涯 にわた って主体 的に学 習 に取 り組 む能力 や態度 を育成す るとと も

に、聞 く ・話 す ・読 む ・書 くとい う活動 を主体 的に行 うことので きる生徒 の育成 を目指 し、 指

導の改善 と充実 を図 ることが求 め られて い る。

第三 に、指導 と評価 の一体化 を図 ることが重要 であ ると考え た。 そのため、生徒が主体 とな

る学 習活動 を展 開す るとと もに、 日常 の授業 の中での評価の在 り方 を見 直 し、 指導 の過程 や結

果 につ いて意図 的 ・計 画的 に行 う評価 を重視 した。特 に学 習活動 の中 で 自己評価 ・相互評価 を

多 く取 り入 れ ることによ り、生徒 に学 習 に対す る満足感や成就感 を得 させ、生徒の興味 。関心 ・

意欲 が高 まる と考 えた。

この よ うな視点 か ら研 究主題 を 「生徒 一人一人 の学 習意欲 を高 め、主体 的な言語 活動 を促 す

指導 と評価 の工夫」 と設 定 した。

研究 を進 めるに当た って、表現班 ・理解 班の2班 を設 け、 それぞれ副主題 を設定 し、主題 に

迫 った。 表現班 は、音声言語 による意見発表 を行 う学習 の中で、特 に話 の組 み立 てに関す る指

導 を取 り立てて、論理 的な表 現力 を育成 す ることを 目標 と した。理 解班 は、文学 的文章 におけ

る作者 の 「表 現の工夫」 に着 目させ る ことを通 して、主体 的に読 み取 る力 を育成 す ることを目

標 と した。両 班 と も授業 を もとに実証 的な研究 を進 める ことと した。
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H研 究の全体構想図

教育課題 ・社会の要請
・心の教育の充実
・基礎 ・基本の重視
・個性教育の重視
・自己教育力の育成
・文化と伝統の重視
・国際理解教育の推進

生徒の実態

○あらたまった場面で、情報を整理 し、筋
道を立てて発表す ることを苦手としてい
る生徒が多い。

○文学的文章の授業で、 「興味 ・関心を持
続できない」 「自分の意見や考えを もて
ない」という生徒がいる。

今日の社会の実態
・価値観の多様化
・生活様式の変化
・情報化、国際化の進展

中学校国語科の目標
・国語を正確に理解 し適

切に表現する能力を高
めるとともに、思考力

や想像力を養い言語感

覚を豊かにし、国語に
対する認識を深め国語
を尊重する態度を育て
る。

目指す生徒像
○生涯を通 じて、自ら学ぶ意欲をもった生徒

・適切な表現を工夫 し、意欲的に表現できる。
・自己を豊かに高めるため、聞き手 ・読み手として意欲的に取

り組める。

○ 自らの ものの見方や考え方をもち、主体的に判断し、行動でき
る生徒
・筋道を立てて考え、分か りやすい表現ができる。
・自ら課題を見っけ、主体的に文章を読み取ることができる。

研究主題
生徒一人一人の学習意欲を高め、主体的な言語活動を促す指導 と評価の工夫

表 現 班

音声言語による論理的な表現力の育成

○意見発表の学習において、話の内容の全
体を理解させ、話材カー ド・構成カー ド
の活用により、常に順序立てて発表させ

る指導を行えば、相手に分か りやす く、
論理的に表現する能力が身に付 くであ
ろう。

・話材カー ドを与え、音声表現の組 み立て
を取 り立てて指導す る工夫。

・構 成カー ドを使 うことにより生徒が主体

的に学習 に取 り組む工夫。
・構成 カー ドを使 った小集団での学 習によ

り意欲を高め る工夫。
・自己評価 ・相互評価の内容が次の学習 に

生かせ る評価カー ドの工夫。
・主体的な学習活動を促すワ ークシー トの

工夫。

副 主 題

仮 説

主題に迫るた
めの指導の工
夫

理 解 班

文学的文章を主体的に読み取る力を育てる
一 「表現の工夫」に着 目さぜることを通

して一

○ 「表現の工夫」を整理 ・分類 したものを
活用 して、表現に着目させることにより、
語句の意味の深さに気付 くことができる
とともに、作品に興味 ・関心を もち、

学習意欲が高まるであろう。
○教材文と生徒が自ら創作 したものとを比

較 ・検討することで、作者の工夫してい
ることを生徒が理解するとともに、主体
的な言語活動をすることができるであろ

う。

・ 「表現の工夫」を整理 ・分類 したプ リン

トを使 って、教材文の中か らそれを主体

的に探すための指導の工夫。
・学習 した 「表現の工夫 」を使 って、生徒

自らが主体的 に文章を書 くための指導の
工夫。

・小集団での学習を通 して、「表現の工夫」

についての学習意欲 を高め るための工夫。
・自己評価 ・相互評価の内容が次の学習 に

生かせる評価 カー ドの工夫。
・主体的な学習活動を促す ワー クシー トの

工夫。
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皿 研究の内容

【1表 現班】

研究副主題:「 音声言語 による論理 的な表現 力の育成」

(1)基 本的 な考 え

情 報化、国際化 が進展す る社会 の中で、多 くの人 が 自己を表現す る力の大切 さを改 めて

実感 して い る。 自分 の考 えを大切 に し、正 しく表現 した り理解 した りす る能力 を養 うこと

が ます ます重要 視 されて い る。特 に音声言語 の教育 につ いては、その重要性 が一層 認識 さ

れ、 よ り良 い指 導方法 にっいての研究が求 め られて いる。

本分科会 で は、 こうした時代 の要求 を踏 まえ、他者 との情報 の交換 を円滑 に行 うための

コ ミュニケ ーシ ョン能力 の育成 を図 るとともに、情報 を論理 的に分析 し、理解 し、判断す

る ことに よ り、 自分 の考 えを深 め効果 的に伝達 で き る能 力を育 成す る指導方 法の開発 を試

みた。

研究 を進 めるに当た り、「論理 的 な表現力」 を、「相手 に分 か りやす く伝 え るために、話

の組 み立て を考 えなが ら表現す る力」 と理解 した。 また、話す材料 があ り、話 の組 み立 て

が整 って いれば、 相手 に うま く伝 え る ことがで きると考え た。 さ らに、効果的 な組 み立て

がで きるよ うになれ ば、音声言語 に対す るよ り主体 的 な姿勢 が生 まれ ると考 えた。

まず、音声言語 の表現活動 で生 徒が どのよ うな点 に苦手意識 を感 じて い るか実 態調査 し

た と ころ、次 の よ うな結果 が出た。「自分の意見 が相手 に うま く伝 わ らな か った経 験 が あ

るか」 とい う質問 に対 して 「よ くある、 ときどきある」 と答 えた生徒 は72%に 上 り、 そ の

理 由 と して、「自分 の思 いを うま く表現で きなか ったか ら」 を第一 に挙 げ た生 徒 が 、 一番

多 く57%に 上 った。 この ことか らも、音声言 語の論理 的な表現力 の育成 の必 要性 が確 認 さ

れた。

また、「日ごろの話 し合 いで発 言 してい るか(話 し合 い とは、国語 科 の授 業 や学級 活 動

に限 る)」 とい う質問 に、「あま り発 言 して いない」 と答 えた生徒 は50%に な り、 その理 由

と して、「発言す ることに自信が ないか ら」、「なにを話 した らよいか分 か らな いか ら」 に

続 いて、 「発言 の仕方 が分か らないか ら」 とい う理 由を挙 げた生徒 も多 くいた。 さ らに、

「発言 す る ときに どんな ことに注意 しますか」 とい う質 問 に 「み ん な に聞 こえ るよ うに大

きな声 で話 す」 の46%に 続 いて、「筋 の通 った ことを話 す」 を挙 げた生徒が30%で 、 「言 葉

遣 いや態度 に気 を付 け る」 や 「他 の人 の意 見 にっ いて も考 えなが ら話 す」 を上回 った。以

上 の ことか ら本分科会 で は、話 の組 み立 てを考え させ ることを通 して、生徒 の論理的 な表

現力 を育 成す る ことを 目標 に した。

② 研究 の仮説

意見 を発表 す る学 習 にお いて、話 の内容 の全体 をつかみ、話材 カー ド・構成 カー ドの活

用 によ り、常 に順序立 てて発表 す ることを意識 させ る指導 を行 えば、相手に分か りやす く、

論理 的 に表現 す る能 力が身 に付 くと考え た。

上記 の仮説 に基 づ いて本分科会 で は、関連す る文献 の研究、実態 調査(ア ンケー ト)、

授業研 究 を行 いなが ら、 その研究 を進 めた。
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(3)研 究 の方 法

仮 説 に従 い、

・生 徒 の興 味 ・関 心 を喚 起 し持 続 させ る題 材 や 話 題 の選 択(単 元 設 定)

・ワ ー ク シ ー ト ・メ モ ・話 材 カ ー ド ・構 成 カ ー ドの活 用

・主 体 的 な活 動 を 支 え る 自 己評 価 や 相 互 評 価 の活 用

を 考 え て 、 下 記 の よ うな実 践 を 行 っ た。

〈実践経過〉

5月

6月

月

月

7
-

Q
e

10月

11月

1月

・研究主題 にっ いて、基本 的 な考 え方 の明確 化。 文献研究。

・研究授業① 「目的や場 面 に応 じた表現」

・学習指導 の基本 的な考 え方 にっ いての理解 の深化、仮説 の設 定。

・研究授業 ② 「自分 の意見 をは っきり伝 え よ う」

・研究授 業③ 「分 か りやす い説明 を しよ う」

・調査研究 と して、東京 都公立 中学校生徒(1,296名)を 対象 に、 「話 す こと」 にっ

いて質 問用紙法 で調 査 し、生徒 の実態 を分析。

・研究授 業④ 「組 み立てを意識 して意 見を述べ る①」

・研究授業 ⑤ 「組 み立 てを意識 して意見 を述べ る②」

・研究授 業⑥ 「組 み立 て を意識 して意見を述べ る③」

(4)指 導 の 内容

① 指 導 の ね らい

本 分 科 会 で は、 上 述 の ご と くア ンケ ー トよ り、 生 徒 が音 声 言 語 で 表 現 を行 う と き に困 難

を 感 じ る主 な もの を、 「何 を話 して よ いか 分 か らな い」(話 材)、 「発 言 の仕 方 が分 か らな い」

(組 み 立 て)こ とで あ る と と らえ た 。 ま た、 生 徒 は 「発 言 の仕 方 が 分 か ら な い」 こ との 方

に、 よ り困難 さを 感 じて い る と考 え、 音 声 言 語 に よ る論 理 的 な 表現 力 の育 成 の基 礎 と して、

組 み立 て を 意識 させ る こ と に重 点 を 置 いた。

② 意 見 を発 表 す る活 動 を 主 と した理 由

話 し合 い活 動 で は、 次 の3段 階 を踏 まな けれ ば な らな い と考 え る。 他 か らの情 報 を正 確

に理 解 す る(第1段 階)。 そ の情 報 に対 す る 自分 な り の意 見 を ま とめ る(第2段 階)。 自分

の意 見 を 相 手 に分 か りや す い よ うに 表 現 す る(第3段 階)。 これ らの 各 段 階 で の そ れ ぞ れ

の力 が身 に付 いて こそ 、 有 意 義 な話 し合 いが で き る よ う に な る。 しか し、 一 度 に この3段

階 の す べ て の 能 力 を 育 成 す る こ とは難 しい。

意 見 を発 表 す る活 動 で は、 話 し手 と聞 き手 の立 場 が最 初 か ら固 定 され て い る た め 、組 み

立 て を考 え させ る こ と に重 点 を置 い た 取 り立 て 指 導 が で き る と考 え た。

③ 具 体 的 な 方 策

話 材 カ ー ドを使 い 、 生 徒 に話 材 を あ らか じめ与 え て お く。 話 材 カ ー ドと は、 テ ー マ につ

い て論 を進 め る た め に 必 要 な 内容(話 材)を メ モ程 度 の 短 い文 で 表 し、 一 っ 一 っ を切 り離

して カ ー ド形 式 に した もので あ る。 一 っ の班 に16枚 の話 材 カ ー ドを1セ ッ トず つ 与 え る。
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話 材 カ ー ドに よ り話 し合 い を し、 自班 の意 見 を ま とめ 、 そ れ を聞 き手 に分 か りや す く説 明

す るた め に、 必 要 な話 材 カ ー ドを 効 果 的 に配 列 す る。 選 択 した 話 材 カ ー ドを 、 「結 論 」、

「根 拠 ・理 由」・「予 想 され る反 論 」・「反 論 に対 す る答 え」 な ど と書 か れ た構 成 カ ー ドと組

み 合 わ せ る。 そ の後 、 話 材 カ ー ドと構 成 カ ー ドを一 組 と した もの を ど う い う順 序 で並 べ れ

ば 効 果 的 に表 現 で き るか を 考 え る。 そ れ ぞ れ の 班 の発 表 時 に は、 班 員一 人 一 人 が一 組 の話

材 カ ー ドと構 成 カ ー ドを 持 って 順 番 に並 ぶ。 各 班 員 は 自分 の 分担 部 分に つ い て接 続 語 句 や

文 末 表 現 を工 夫 した り、 話 材 カ ー ドの 内 容 を膨 らま せ た り して 、 発 表 が 全 体 と して一 っ に

ま と ま るよ うに 考 え る。 そ の後 、 黒 板 に各 班 の カ ー ドを掲 示 し、相 互 に比 較 す る こと によ っ

て 、 よ り効 果 的 な 組 み 立 て につ い て 全 体 で 考 察 す る。 また 、 生 徒 は評 価 カ ー ドに よ り、 自

己評 価 ・相 互 評 価 を 行 う こ とに よ って 、 次 時 の学 習 に生 か せ る よ うに す る。 第1時 か ら第

3時 の ま とめ と して 第4時 か ら第6時 ま で を使 い 、 班 ご と に テ ー マ を決 め 、 話 材 を集 め る

と こ ろか ら始 め て 、 意 見 発 表 を 行 う。

④ 本 授 業 の長 所

・話 材 カ ー ドを 用 い て話 材 を あ らか じめ与 え る こ と に よ り、 音 声 表 現 の組 み 立 て の み に重 点

を 置 いて 意 識 付 け が で き る。

・構 成 カ ー ドと の組 み合 わ せ に よ り、 話 材 を 全 体 の 中 で どん な要 素 と して 使 って い るか生 徒

自 らが 考 え られ る。

・班 の 話 し合 い で論 を 組 み 立 て て い くた め 、 お互 い に協 力 しな が ら、 興 味 ・関 心 を も って 取

り組 め る。

・各 班 と の組 み立 て の 比 較 に よ り、 よ り効 果 的 な組 み立 て にっ いて 自 分 た ち で 考 察 で き る。

(5)考 察

本研 究 は、言 語活動 の場面 を生 徒 に提供 す ることにとどま らず、言語 活動の主体 として

の生徒 が、論理的 な表現 力を身 に付 け、 自 らの言語生活 を押 し広 げ、積 極的 に発展 させて

い く態度や能力 を育成 す ることに力点 を置 いた。

音 声 による表現力 の育 成を 目指 した授業 の中 には、発音 ・発声 、相手 意 識、 目的意 識 、

場 の意識 の指導 な どが あるが、 われわれ は構成 を意識 し、 より効 果的 に構成す るための工

夫が大切 だ と考 えた。 そ こで、意見 発表 をす るために必要 な基礎 的 な構 造 を学 ぶ ため に、

話材 カー ドと構成 カー ド等 を用 いた学 習活動 を取 り入 れ た。それ によ り、 自分 の意見 を発

表す る ことに 自信 が もてなか った り、 ど う話 してよいか困 って いた りした生徒 が、 その苦

手意識 を克服 す るとと もに、 自分 の考 えや思 いが聞 き手 に理解 され た ときの喜 びを実感 で

きることを重 視 した。 すなわち、 事前 の生徒 への実態調査(話 す こと)に より明 らかになっ

た問題点 を取 り除 きっ っ、主張 や根拠 が明 らかで、論理 的に構成 された表現がで きる生徒

を育成 す るための指導 を展 開 した。

そ して、事前 と事後 の調 査や一連 の指導 を通 して、次 の ような点 が確認 された。

・自分 の話 し方 に関心 を払 う生徒 が増え た。

・生徒 は話 の組み立てを意識 して、 どう話 せば相手 に伝 わるかを体験を通 して学 習で きた。

・音声言語 によ るコ ミュニケー シ ョン能力 の学習 に興味を示す生徒 が増 えた。
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また意見発 表をす る ときの組 み立て に焦点 を絞 り、 その学習 に専念 させ ることによって、

論理的 に表現 す る力が不足 して いた生徒 も、論理 的な表現力 を身 に付 け る ことがで きた。

さ らに、基本 的 な構成 を理解 し、 それ を身 に付 ける過程 において、 生徒 は話 の構成 を意

識 して、接続語 句や文末表現 の効果的 な用法 を身 に付 け、 さ らに、 よ り効果 的な組 み立て

を試み るな ど、 発展 ・変容 して い く様子 が観察 された。 特 にそのた めに有 効 だ ったの は、

評価 の観点 を明確 に記 した評 価 カー ドの利用 と班 での相互学習 を重 ね る形態 であ った。

そ して、 その ことはす ぐれ た話 し

手 として だけで はな く、他者 を尊 重

す る態度 を もった聞 き手 を育 て る上

で も重要 と考え られ る。

最後 に、本 学習で は意 見の組 み立

てを重視 し、 その ために話材 を あ ら

か じめ生徒 に提 供 したが、次の段 階

の学習 と して は、 さ らに根拠 ・理 由

を生徒 自身 で考 えて述 べた り、 自 ら

の経験談 を具体例 と して挙 げるな ど

さまざまな発 展応用が考 え られよう。

(事 後 ア ンケ ー ト 対 象 生 徒108人)

1あ な た は 自分 の話 し方 に つ い て考 え るよ う に

な り ま したか 。

ウ あまり考えていiiい 。

,蝋
FI:..こ1こ二こ

響

考えるようにな った。

§ii欝灘ii簸簸i鐵i難 譲劉
糊 遜塗磁1鶏1・馨砂餅

イ 少 し考 えるようになった。
{64.2瓢)

2あ なたは 「音声表現」 の授業 を通 して何 を得

ま したか。(複 数回答)

ア 話すことに自信がもてた。

イ 話 し方がわかってきた。

ウ 話すことのおもしろさが実感できた。

工 積極的に話せるようになった0

オ 自分の考えをしっかり相手に伝えられた

020406080

3あ な た は これ か ら も 「音 声 表 現 」 の学 習 を し

た い と思 い ま す か 。

イ あまり

一6一



【2理 解班 】

研究 副主題:「 文学 的文章 を主体 的 に読み取 る力 を育 て る一 『表現 の工夫』 に着 目 させ る

ことを通 して 一 」

(1)基 本的 な考 え

物質的 な豊 か さが進展す るなかで、心 の豊 か さの大切 さが指摘 され てい る今 日、文学的

文章 の読 みを深 め る授業 の意 味 は決 して小 さくないであ ろう。 しか し、文学 的文章 の学 習

において、「興味 ・関心 を持続で きな い」、「自分 の意見 や考 えを もて な い」 とい う生 徒 も

少 な くないのが現状で あ る。文 学的文章 の指導 の過 程で、 もし 「あ らす じ」 を理解 す るこ

とのみで満足 して しま う生徒 が いる とすれば、 よ り深 くその内容 や主題 を読み取 る方 法を

身 に付 け させ るよ うな授業 を私 たち指導者 が創 り出 さなければな らな い。

本分科会 で は、 まず、生徒 の実態 を調査 した。文学的文章 を読 む うえ で、 「何 に興 味 ・

関心 を もって いるか」 「理解 を深 め る ときの障害 とな る もの は何か」 な どの確 認 を行 った。

その結果 、現状 の文学 的文章 の学 習 にお いて、 特 に欠 けて い る と思 わ れ る もの の一 つが

「表現 の工夫」 に着 目さぜ る学 習で あ ることが分 か った。 そ こで、私 たちは、「表現 の工夫」

に着 目させ る指導 が文学的文章 を主 体的 に読み取 る力 を育 て る一っ の方法 と して位置付 け

られ るので はないか と考 えた。

次 に、「表現 の工夫」 に着 目させ る指導 を行 うた めに、「表現の工夫」 の具体 的 な項 目に

っ いて整理 ・分類 を行 った。一般 的 に 「表現技法」 と言 われて いる ものや、構 成 に関 わる

もの、描写 や説 明な どを中学生 の発達段階 を考慮 しなが ら整理 ・分類 した

この整理 ・分類 した 「表現 の工 夫」 をいつ、 どの教材 で、 どの よ うに指導 す るか とい う

三年間 の指導計 画を立 て ることが今後 の課題 であ るが、今年度 は 「取 り立て指導」 を行 う

ことがよ り効果 的で あ ると考 え た。

「取 り立 て指導」 において は、 ワー クシー トを用 いた。 ワー クシー トはその作 品で着 目

させ るべ き 「表現 の工夫 」を効果的 に理解 で き、 また創作 をす ることがで きるよ う工夫 し

た。 この学 習 を通 して、他 の作品 を読 む ときで も、 どのよ うな表 現 に着 目す ればよ いのか

とい う判断がで きるよ うにな り、読解 に意欲的 に取 り組 む ことがで きるよ うにな るで あろ

うと考え た。 また、 作品 の細部 に まで注意が払 われるため、理解 を深 め る手 立て に もなる

と考 え た。

さ らに、作品 の一 部 を生徒 が 自 ら創作す る学習 も試 み た。完成 された作 品を鑑賞す るこ

とにとどま らず、創 作す ることによ り主体 的に作 品に臨む よ うになる ことが期待 され ると

考え たか らであ る。 さ らに、表現 方法 を細部 にまで より詳 しく比較、検 討す る ことで、豊

か な言語活動 を行 うことがで きると も考 えた。

(2)仮 説

本分科会 で は、以上 の ような基本 的な考えを もとに、次 のよ うな仮 説 を立 てて、授 業研

究 を中心 に仮 説 の検証 を試 み た。

① 「表 現の工夫」 を整理 ・分類 した ものを活用 して、表現 に着 目す るこ とによ り、 語句の

意味 の深 さに気付 くことがで きるとともに、作品 に興 味 ・関心 を もち、学習意欲 が高 まる

であ ろう。
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② 作者 の 「表 現 の工夫」 がな されて いる部分 と、生 徒が 自 ら創作 した もの とを比較、検 討

す る ことで、「表現 の工夫 」 に対す る生徒 の興味 ・関心 が深 ま り、 主体 的 な言 語 活動 の 一

助 となるであ ろう。

(3)研 究 の方法

本分科会 で は、仮説 を設定す るにあた り、 まず、文学 的文章 の学習 に対す る生徒の実態

を把握 す るために ア ンケ ー ト調査 を実施 した。以下 は、 その調査の中 の、特 に本分科会 の

テーマであ る 「文学 的文 章を主体的 に読 み取 る力 を育 て る 「表現 の工夫」 に着 目 させ

ることを通 して 」 に関 して、 その結果 を抜粋 した もので あ る。

1

2

3

4

5

s

7

8

9

ア ンケ ー トの結 果

平成8年 度9月 実施。 対象 人数1年305名 、2年267名 、3年194名 。

あなたは、 国語の授業 が好 きです か。
a好 き11%bや や好 き46%cや や嫌 い33%d嫌 い10%

1でa、bと 答 え た人 は、 どん な文章 の授業が 好 きで すか。(複 数 回答可)
a物 語 ・小説55%b随 筆13%c説 明文 ・論 説文10%

d詩 ・短歌 ・俳句14%e古 典5%fそ の他3%
1でc、dと 答 えた人 は、 どんな文章 の授業が 嫌 いです か。(複 数 回答可)
a物 語 ・小説10%b随 筆16%c説 明文 ・論説文29%
d詩 ・短歌 ・俳句18%e古 典21%fそ の他6%

1でc、dと 答 えた人 は、嫌 いな理 由はなんです か。
a答 え が一つ でな くて、 は っき りしな いか ら。34

b授 業中、孝生がわか りきった ことを質問するか ら。 4°/a
c自 分 で考 え るよ り、 先生が すべて説 明 して しま うか ら。4°/a

l綴 蹴 糖 香熱 綴 考える方法がわからないから・.3512°/a
fそ の他11%

物魏 難 どうい銑 ころ1髄駅 商器舗 編 鵜 と臓 ま軌
c主 題7%d文 章の書 き方5%
eそ の他2%

物謝 黎 舞 むあなた儒 も苦r鶴棄謝 搭諾 菱 髪で軌
28%

c主 題を考え る22%d文 章の書き方の工夫に気付 くこと36%
eそ の他4%

小説 ・詩を読むのは好 きですか。
25%d嫌 い13%a好 き20%bや や好 き42%cや や嫌い

7でa、bと 答えた人はなぜですか。(複 数回答可)
a話 の展開に興味が もてるか ら35%
b登 場人物の心情に共感できるか ら12%
c今 まで知 らなか ったことがわかるか ら15%
d登 場人物の追体験ができるか ら13%
eす ば らしい表現を味わうことができるか らioi
f考 えを深めたり、生 き方の参考になるか ら15%

7でc、dと 答えた人 はなぜですか。(複 数回答可)
a読 むのに時閤がかかるか ら24%
b文 字を追 うのはお っくうだか ら14%
c言 葉の意味や内容がわか らないか ら25%
d真 実味にかけるか ら5%
e詩 や小説に興味がないか ら28%
fそ の他4%

以上 の結果 か ら、生徒 は国語科 に興味 ・関心 を もち、 また文学 的文章 の学習 に も興 味を

抱 きっっ も、学 ぶ手段が分か らないた めに、読 み取 るときにはただあ らす じを追 うだけに

とどま って い るよ うな現状が捉 え られ、今 後 の学 習 の課 題 が浮 き彫 りに され た。 生 徒 に

「表現 の工夫」 に着 目 させ ることは、 この課題 の解決 に資 す るもの と考 え た。 そ こで本分
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科 会 で は、 生 徒 が 「表 現 の工 夫 」 に着 目 す る こ とに よ り、 登 場 人 物 の 心 情 や作 品 の 情 景 が

的 確 に読 み とれ る と い う考 え か ら、 「表 現 の 工 夫 」 を整 理 ・分 類 し、 類 型 化 した も の を 作

成 した。 そ の際 、 留 意 した の は、 「表 現 の エ夫 」 を 大 き く と らえ 「擬 人 法 」 や 「声 喩 」 な

どの 修 辞 法 だ け で な く、 構 成 ・人 物 な ど の点 も含 め た こ とで あ る。

以 下 の 表 が 、 「表 現 の工 夫 」 を 類 型 化 した もの で あ る。

型 項 目 具 体{列

構 成 題名(主 題 との関わ り)

設定(時 代 ・時間 ・人物 ・場所)

全体 の構成(場 面 の配列)

場面(各 場面の動 き ・伏線)

愛のサーカス(別 役 実)

〔題名 ・主題 との関わ り〕

故郷(魯 迅)

〔時代 ・時間 ・人物 ・場所〕

少年の 日の思 い出(ヘ ルマン・A7セ)

〔全体の構成〕

視.点 作者 と話者

(書 き手 ・語 り手 ・登場人物 ・読み手)
一人称視点

三人称視点

視点の転換

カ ワセ ミ(図 子英雄)

〔作者の視点の移動}

我輩 は猫であ る(夏 目漱石)

〔視点〕

人 物 中心人物とその対照的人物

中心人物の心情 ・人物像

中心人物の名前の意味

人物の対比

トロ ッコ(芥 川 龍之介)

〔中心人物 の心情 の変化)

山水の図(三 浦朱門)

〔心情の変化〕

表 現 対比(明 と暗、視覚 と聴覚、発端 と結末)

反復(主 要語句か ら連想 され る語句)

五感に訴え る表現(視 ・聴 ・嗅 ・味 ・触)

比喩(直 喩 ・隠喩 ・擬人法の総称)

省略法

象徴

色彩語

表記(句 読点 ・カタカナ ・カギ カ ッコ等)

類義語 ・対義語 との差異に着目

倒置法

声喩(擬 態語、擬声語の総称)

木(田 村隆一)

〔類義語 ・対義語〕

竜(今 江 祥智)

〔擬声語 ・擬態語〕

空中ブランコ乗 りの キキ

〔比喩表現〕(別 役 実)

虹の足(吉 野 弘)

〔倒置法〕

夕焼け(吉 野 弘)

〔反復法〕

四万十川(笹 山久三)

〔比喩 。象徴〕

文 体 話者の特徴(語 り方)

常体 ・敬体 ・文末 ・一文の特徴 ・効果 ・説明
・描写 ・会話

文の調子(余 情的 ・悲劇的 ・喜劇的 ・逆説的)

話法(間 接話法 ・直接話法)

水仙月の四日(宮 沢賢治)

〔民話調の文体の特徴〕
花帽子(石 牟礼道子)

〔文体の特徴〕

以 上 の類 型 化 され た もの を も と に、 個 々 の 文学 的 文 章 の 教 材 を 扱 う場 合 に は、 作 品 に癒

じた 「表 現 の 工 夫 」 を取 り出 した ワー ク シー トを 作成 し、 効 果 的 な表 現 の学 習 を よ り明 確

に す る こ とを 、 仮 説 検 証 の手 立 て と した。 ま た、 ワー ク シ ー トと並 行 して、 必 ず 、 生 徒 自

身 ・生 徒 相 互 ・指 導 者 の三 方 向 か ら学 習 の成 果 が 高 ま る よ うな 評 価 の 工 夫 も した。
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(4)指 導内容

① 「表現 の工夫」 に着 目 させ る手順

教 材文 中の 「表 現 の工夫」 が な されて いる部分 に着 目 して内容 を読 み取 り、表現 を工夫

す ることを意識 させ創作 に取 り組 ませた。具体的 には次 の よ うな方法 を と った。

ア 教材文 中で特 徴的 な 「表 現 の工夫 」を取 り上 げ、 その意味や効果 を学 習す るG

イ 学習 した 「表現 の工夫」 を教材文 の他 の部分 や他 の文章中か ら探 す。

ウ 擬人法 や倒置法 などの 「表現 の工 夫」 を使 って身近 な題 材で作文 す る。

エ あ らか じめ教材 の一部 分 を削除 して お き、 その部分 を生徒 に創作 させ た後、 それ と本

文 とを比 較 させ る。

次 は、上記 ウ、 エの課題 例で あ る。

課題例1情 景描 写 ・擬人法 に着 目 した場合

学校 の校庭 の様 子 を 「情景描 写」 の文(文 章)で 書 きな さい。 そ の際、 「擬

人法」 をで き るだ け使 うこと。

課題例2会 話文 に着 目 した場 合

会話 文 を使 って、 自分 の周 りの あ る日あ る時の様子 を書 きな さい。

課題例3比 喩 に着 目 した場 合

比 喩(直 喩 ・隠喩 ・声 喩)を 使 って、 あな たの最 も親 しい友 達 にっ いて描 写

しな さい。

課題例4作 品 の一部分 を創作 させ る場合

この文章 で は、最後 の数 行が省略 されて いる。 その省略 されて い る場 面 の状

況 だ けを次 に説 明す るので、 それに基 づ いて前 の部分 か らっ なが るよ うに書 き

な さい。(状 況説 明 と使用 す る 「表現 の工夫」 な どを提示 してお く。)

以上 の課 題 は、 それぞ れ扱 う教 材 と着 目す る 「表現 の工夫」 に よって異 な って くる。 し

たが って、一教材 のみ の学習 で終わ るので はな く、三年 間を通 した学習 が必 要 であ ると考

える。

② 評 価

評価 の仕 方 は、 自己評価、 相互評価、 指導者 の観察法 に よる評価 の三っの方法をとった。

自己評価 は、一 時間 ごとに評 価 カー ドを配布 して、 その時間 に取 り組 んだ内容 について理

解 し、 意欲的 に取 り組 めたか ど うか を4項 目にっ いて3段 階で評価 させ た。 また、毎 回の

授業 にっ いての一言 感想 を必 ず書 かせ ることによ り、生 徒 の授業へ の意欲 を高 め、次 の授

業 に生 かす よ うに努 めた。

相互 評価 は、創 作 した作 品 にっ いて授 業 の中で生徒 が相互 に話 し合 い、評価 して い く方

法を とった。指導 者 はそれ ら個 々の作 品 にっ いて、一 っ一っ具体 的な コメ ン トを与 え、生

徒相互の 中で は必 ず しも十 分 には評 価 され なか った もの にっいて も取 り上 げ、生徒一人一

人 に学習意欲 を もたせ てい くことを心 掛 けた。
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学 習 確 認 カ ー ド 二年 組 番 氏名 月,/

学 習 状 況 を3段 階 で 確 認 しま し ょう。(A… 十・分 到達 で き た

頑 張 ったC… も う一 度 復 習 して努 力 す る必 要 を感 じ る)

B… 不 十分 な点 は残 るけ ど、

評 価 内 容 評 価 基 準

① 情景描写の創作を読んで、擬人法 などの表現の工夫を感 じた。 ABC

② 「水 曜 日の ク ッキ ー 」 に お け る会 話 文 の 重 要 性 を理解 した 。 ABC

③ その他 のいろいろな小説の例 にふ れ、会話 文の重要性 を理解 した。 ABC

④ 会 話 文 を工 夫 しな が ら、創 作 で き た。 ABC

授 業 に っ い て の 一 言 感 想ミ

ミミ

3

書肇

1
§
し__

(5)考 察

本分科 会で は、生 徒の主体的 な言 語活動 を促 すため に文学的文章 の表現 に着 目させ、 そ

の 「表現 の工夫」 を使 った文章 を書 かせ た り、作 品の一部 を創作 させ た りす る方 法 にっ い

て研 究を進 め、次 の よ うな成果 を得 る ことがで きた。

① 個 々の作品 の中で使われ てい る特色 ある 「表現 の工夫」 に着 目 させ る ことに よ り、細部

に注意 を払 い、心情 や情景 にっいて の理解 が深 まった。

② 学習 した 「表現 の工夫」 を用 いて創作す ることによ り、生徒 は自 らの表現 を工夫 す るよ

うにな り、表現 力が豊 かにな った。

③ 学習 した 「表現 の工夫」 を用 い、人物 の心情 や情景 を適切 に描 写 で きる よ うにな った。

④ 従来 の読解 中心 の授業 よ りも関心 ・意欲 の高 ま りが見 られ、 自己 の創 作 に とど ま らず、

他 者 の表現 に も関心 を もっよ うにな った。

⑤ 多様 な評価 に よ り、学習 の成 果や達成感 を生 徒一人一人 が感 じる ことがで き、意欲 が喚

起 された。

以上 の結果 によ り、生徒 の表現力 を豊 か にす る ことが、文学 的文章 を主体 的 に学習 しよ

うとす る意欲 の喚起 にっなが ることが分 か った。
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IV実 践事例

1表 現 班

(1)単 元名 「組 み立 てを意 識 して意見 を述 べ る」

② 単元設定 の理 由

音声言語 は、文字言語 と異 な り、他 か らの情報 を迅速 に整 理 し、速 やかに 自分 の意見 を

組 み立 て るとと もに、分 か りやすい言葉 で相手 に伝 え ることを求 め られ る場面が多 い。 と

ころが、実 際 の生徒 たちの発言 や会話 は、 情報が しっか りと整理 され てお らず、筋道 を立

てて話 す ことがで きなか った り、情報 を ただ並べ立 てた りす るだ けで、 その場 その場 のお

しゃべ りとい う形 とな り、必ず しも分 か りや すい表現 であ るとは言 いがた い。 また、生徒

たち も、 自分 の意見 や考 えを どのよ うに伝 えて いけばよ いのかが分か らな いために、思 い

浮 かんだ ことを整理 しな いまま相手 に伝えて い くこと しかで きない とい う実態 もあ る。

こうした生徒 たちの実態 を踏 まえて、「分 か りやす く整理 して伝え る」 こ とを 目標 に、

「意見発表 の場」 を設定 し、組 み立 てを意識 して意見 を発表 す る学 習 に取 り組 む こ とに し

た。最初 に生徒 にテ ーマとそれに関す る話材 を与 え ることで、生徒 が苦 手 とす る 「話材 を

探す」 とい う部分 を緩和 し、与 え られ た話材 を論理 的 に組 み立 て るとい う 「組 み立 て」 の

みを意識 して話 す ことに重点 を置 く。 しか し、与 え られ た話材 をただ並 べて も筋道 だ った

話 に はな らな いので、話材 の膨 らませ方 や適切 な接続 語句 の使 い方、 文末表現 の仕 方な ど

を考 えて 自分 の意 見を まとめ るとい う学習 も行 ってい く。 自分 の意 見を分か りやす く整理

して相手 に伝 え るための基本 的な 「型」 を学 ぶ ことで、誰 もがいっで も自分 の意 見が言 え

るとい うことを学 ばせ る ことをね らい としてい るので ある。発展学 習 と して 、その型を利

用 して、 テーマに沿 って話材 を集 め、意見 を論理 的 に組 み立 て、発 表す る学 習を行 う。

(3)単 元 目標

① 主題 を は っきりさせ、全体 の構 成 を考 えて、聞 き手 に分か りやす く話す。

② 話 の効 果 を考 えて、話す速度 や音量、言葉 の使 い方 を工夫 す る。

③ 接続語 句や文末表 現 に着 目 し、話 の構成 を正 確 に捉 え、主題 ・要 旨を把握 す る。

(4>指 導 計画

① 目 標

・構成要素 の理解

・接続語句 や文末表

現 の理解

・与 え られ た話 材 の

組 み立 て

・ 「型 」 の理 解

・話材 の収 集

・ 「型」 を利用 して

構成
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㌧

② 展 開

く 第1時 〉

・ワ ー ク シー トAで 使 わ れ て い る構 成 要

素 を説 明 す る。

・ワー ク シー トAを 読 み 、[]内 に 構

成 要 素 名 を書 き入 れ る。

・各 班 で 検 討 し、 確 認 す る。

・接 続 語 句 や 文 末 表 現 にっ いて 指 摘 し合

う。

〈 第2時 〉

・同 一 の話 材(ワ ー ク シ ー トB)を 与 え

る。

・班 ご とに結 論 の 位 置 を指 定 す る。

・結 論 以 外 の構 成 要素 の組 み立 て を考 え、

接 続 語 や文 末 表 現 を工 夫 して、 ワ ー ク

シー トCに 記 入 す る。

〈 第3時 〉(本 時)

・班 ご と に組 み 立 て られ た意 見 を 発 表 す

る。(テ ー プに録 音)

・発 表(録 音 テ ー プ)を 聞 き なが ら、 各

班 で 組 み立 て の工 夫 、 接 続 語 句 、 文 末

表 現 の適 否 を検 討 し、発 表 す る。(ワ ー

ク シ ー トD・Eを 利 用)

・意 見発 表 の組 み立 て と して よ り良 い

「型 」 に気 付 か せ る。

〈 第4時 〉

・ワー ク シ ー トを用 い て、 班 の テ ー マ に

沿 って 、 自分 で 話 材 を 集 め る。

・ 「型 」 を 利 用 して 話 材 を 組 み 立 て る。

・班 の 中 で 意 見 発 表 す る。

ワー ク シー トA

舌の組 み立 て を考 え よ う

1

口

どんな ことがあって も廊下は走 らないほ うがよい。

なぜかというと、この学校 の廊下 はし字型で、見通 しが悪

く、いっどこで生徒同士の衝突 事故が起 こって もおか しくな
いか らである。

しか し、非常のときは走 って もしか たがないという意見 も

あるだろ う。

で も、非常時に皆が先を急いで走 りだす と、誰かがっまず
いて倒れた りしたときに、それが大事故にうながる可能性が

ある。

だか ら、どんなことがあ って も廊下 は走 らないほうが よい。

2い ったい僕にとって 「野球」とはどん なものだろ うか。

っ らい とき、うれ しいとき、 「野球 ∫はいっ も僕のそばに
いて くれたよ うな気 がす る。

そう、 「野球」は僕 の 「親友」なのだ。

3自 分が悪い ことを したのではないのに、 「すみ ません」と

言 う人がいるのはなぜだろうか。

たとえば、魚屋 さんで買 い物をするとき、お客が魚屋 のお

ばさんに 「すみません」と声をかける。

これ は、 このお客が、自分が客であるという立場を忘れて

しまってい るかのようである。

いったい、 このrす みません」には、どんな意味が こめ ら

れているのだろ うか。

4話 し手 と視線が交わ らない聞 き手は、聞 くことに対 して消

極 的になります。

だから、話 し合いの場合 には、お互いに見 える位置を考え

るべきです。

また、お互いの距離によっても親 しみを もっ度合 いが変わ
ってきます。

話 し合 いの場をっ くるときは、互いの席 をできるだ け近づ

けるということが鉄則です。

つねづね じこうど ゆろうえん

5私 は、常々結婚式 には仲人を立てる必要 はない、披露 宴な
ど開 く必要 もないと思 っているんです。

どうしてかというと、仲人へのお礼や、披露宴にかかる費

用の{心配 もな く、経済的だか らです。

それ に対 して、結婚 は人生の節目であり、将来の ことを少
しでも多 くの人にお願 い したほ うがいいと考 える人 もいるで

しょう。

しか し、結婚後 の二人の生活が一番大切 なのであ って、そ
の後 のことな ど考える必要 はないと、私 は思 うのです。

6 .わ た しは給食よ り弁当の ほうがいいと患います。

その理 由は、 まず、弁 当だ と準備に時間がかからないか ら

です。

た とえば、四時間 目が少 し長引いて も、弁当ならばす ぐに

食べは じめることがで きます。

二っ目は、弁 当だ と自分の好 きなおかずをいれてもらえ る
か らです。

た とえば、給食で は、献立が決 まってい るので、きらいな

おかずば っかり出ることもあります。

みな さんはどのように考えますか。

〔

(

〔

〔

〔

〔

〔

〔

〔

〔

〔

〔

〔

f

〔

E

〔

〔

〔

〔

〔

〔

〔

〔

C

〔

〕

}

〕

1

〕

〕

〕

〕

J

〕

〕

〕

1

〕

〕

〕

〕

〕

〕

1

〕

〕

J

〕

J

〕

・班 の 中 で 聞 き手 に一 番 分 か りやす か っ

た もの を選 ぶ 。

(問)1～6の 文章で、それぞれの話材が どんな構成要素になっているかを考えてみ ま
しょう。

語 群

結論 反論 そのまた反論 根拠(理 由) 問題提起 例 説明

(問)前 間の構成要素を組み立てるのに効果的に使われている接続語句や文末表現を見
つけて、練を引いてみましょう。
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〈 第5・6時 〉

・各班 の代 表者が話材 カー ドを持 ち、発

表 す る。

・発表 を聞 きなが ら、各班 で組み立 ての

工夫 や接続 語句、文末表現 の適否 を検

討 し、発表 す る。

⑤ 本時の指導

① 目 標

・接続語 句 ・文末表現 に注 目 し
、話 の構

成 を正 確 にと らえ る。

・話 す速度 や音量、言葉 の使 い方 な どを

意識 して発表 す る。

・分か りやす く意見 を伝 え るにはどのよ

うな構成 が適切 かを学 ぶ。

ワ ー ク シー トB

猶翻カ ー ド

テーマ 「文章は縦書きか、それ とも横書きか。」

① 文章は 「縦書き」が

② 文章は 「横書き」が

③ 漢字とひらがなを美 しく表現

④ 読みやす くて一目瞭然一 一 一

⑤ 速 く書 くことが

⑥ 数字 やカタカナを書 くのに
一 一

⑦ 手や用紙が汚れ

⑧ 本棚に並んだ本のタイ トルが読み

⑨ 実用的で現代的

⑩ 親 しみやす くカジ ュアル

⑪ 目上の人など改まった場合に

⑫ 今 の 日本語にはた くさんの外来語が ある。

⑬ 文章を読み返 しなが ら書 くのに

⑭ 日本語だなという感 じが
一

⑮ 「縦書き」 は必要
一

⑯ 「横書き」 は必要 　
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本時の学習計画

入

①

前
時
ま
で
の
学
習
内
容
を
確
認
し
、

①

前
時
ま

で
の
学
習
内
容
を
思
い

①

前
時
ま
で
の
学
習
内
容
が
し

っ

本

時
の

流

れ

を

説

明

す

る
。②評価カード・ワ!クシ

…

ト

を配布し、説明する。

出

し
、

本

時
の

流

れ

を

理

解

す

る
。②評価力ード・ワークシートを確認する。

か

り

と

分

か
っ

て

い

る

か
。②教師の指示をしっかり

聞

くことができたか。

〔

板

書

計

画〕

導

組
み
立

翫

臆囁

汎
《

る

テ

ー

マ

「

文

章

は

縦

書

き

か
、それとも横書

き

か
」A口班○↓○↓○↓○↓○(構成要素・接続語句)口班○↓○↓○↓○↓○(構成要素・接続語句)B口班○↓○↓○↓○↓○(構成要素・接続語句)口班○↓○↓○↓○↓○(構成要素・接続語句)C口班○↓○↓○↓○↓○(構成要素・接続語句)口班○↓○↓○↓○↓○(構成要素・接続語句)・どのパターンが分かりやすかったか、その理由。A↓R}↓C↓〔まとめ〕・一番分かりやすい意見発表の組み立てとしては

φ

⇔

⇔

、

開展

①

前

時

に

班

で

組

み

立

て

た

意

見

を

発・表させる。各班の発表を録音する。②発表を聞きながら、ワークシートに記入するよう指示する。③録音したものを聞かせる。話材の順序、接続語句、文末表現などを確認させる。④各自がまとめたものを班で検討し、班の考えをまとめ、発表者を決めるよう指示する。⑤各班で検討したことを、代表者より発表させる。特にどの組み立てが分かりやすかったか、その理由などを発表させる。⑥各班から出された意見をみんなで検討する。

①

発

表

者

は

話

材

力

ー

ド

を

持

ち
、接続語句・文末表現を考えながら発表する。②聞き手は、一番分かりやすいものと、その理由についてワークシートに記入する。③ワークシートに、接続語句や構成要素などを記入する。④自分の意見を班内で発表する。出された意見をもとに班で検討する。一番分かりやすいものを班で選び、その理由を話し合う。⑤代表者が「選んだ理由」などを発表する。聞き手はその意見をメモしていく。評価力ードに記入する。⑥どのパターンが多いかを確認する。

①

発

表

者

は

話

材

力

ー

ド

を

し
っかり活用できたか。集中して聞くことができたか。②発表者の意見をしっかりと聞くことができたか。③接続語句や文末表現・構成要素が確認できたか。④自分の考えを相手にしっかりと伝えることができたか。班の話し合いに積極的に参加できたか。⑤(発表者)メモをもとに班の意見をきちんと発表できたか。(聞き手)各班の意見を集中して聞くことができ、しっかりとメモできたか。

/
基

本

的

に

は
、

結

論

を

先

に述べ、話材が多いときは最後にもう一度結論を繰り返すとよい。

φ

⇔

⇔

めとま

①

パ

タ

ー

ン

の

中

で
一

番

多

い

も

の

に注目させる。意見発表の組み立てについて説明し、まとめる。

①

一

番

多
い

も

の

の

特

徴

を

考

える。意見発表の組み立てとして一番いい型を考えてみる。

①

意

見

発

表

の

組

み

立

て

と

し

てどれが分かりやすいか、「結論」の位置関係が理解できたか。
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②



価評

た か 。

か 。

 

き

た

とがで

が で き

た か 。

 

こ

と

き

る

こ

え

る

,
りの構成 を正確 にと

どを意識 して発表す

 

話

な

の組 み立 てを学 ぶ ことがで

接続語句 や文 末表現 に着 目 し、

話 す速度 や音量 、言葉 の使 い方

分か りやす く意 見 を伝 え るため

考 察

 

●

●

とは大

 

こダーやVTR等 の視聴 覚機器 を利用 す るテ ー プ レ コき に 、

 

と音声言語を扱 う

 

●

・イ ン トネー シ ョ ン ・プ ロ ミネ ンス等)に

る た め の工 夫 が必 要 で あ る。

の 理 解 力 を 向上 させ る こと に っ な が る もの

 

度

せ

手

速

さ

き

(音量

 

●

へ

を

が●

と考 え られ る。

ワ

ー

ク

シ
ー

ト

D

組

番

名
前

班1

蟹
鱒.

誌

句
,

褥
暗.

出

し
の
.…..O

疏

樗

斌

繋

繁

イ

禽)

遷
田

再溌

干
の
憲
孤
涯
給

例

説
明

悶
緬
提
起

髄

ビ
勿
レ

4ガ

覧易

瓢

驚

梱

畿

纂
・
・
た
反
論

ー

邑貞

日

「

置

重

己

…

l」

萱

弘

14
・

結
給

八潤

冒

反

輪

そ
の

ま
た
反
論創説明問題拠起

し

骨

し

-監
.}

繍
紬

理
由

磯

そ
の
ま
た
反
麓

例

税
明

問
題
提
起

,

ー

1

一

1

4

↓u

結
論

理

由

反

翁

)

匹
・
二例説瞬問鎮按起

へ

隻
イ、
ん

3

桔
論

理

由

闇

の

ま
た
反
諭例説明・

つ

結
鎗

理

由

反
論

そ
の

ま
た
反
論例説明閉題提

残

の

狸
笛

悟
1.1

結
講

璽

由

反
論

そ
の

ま
た
反
論例匿明問題提起

し

ぜ

し

Il

結
論

理
由
へ麹

そ
の
ま
た
反
論

例

説
明

問
題
提
起

し

肩

し

ノのまた反論、

結
諭

理
由

反
諭例脱明問題

提
起

倒

昏

両

㊥

理
由

反
論

そ
の
ま
た
反
論

例

説
明

問
題
提
起

繕
論

理
由

反
諭

そ
の
ま
た

反
論

例

説
明

問
題
提
起

ら

、

'

捨
愁

し
[1

カ

b

一一一一一

『
七

反
論

そ
の
ま
た
反
諭

間

題
提
起

結
論
(
圃

反
論

そ
の
ま
た
反
論

例

説
明

問
題
提
起

蜷

鋼

駅
の
ま
た
反
論

結
論

理
由

反

論

伊

説
明

問

題
提

ぜ

廿
房

翻

)

理
由

反
論

そ
の
ま
た
反
論

例

説
明

問
題
提
起

桔
論

理
由

反
論

そ

の
ま
た
反
論

例

説
明

問

題
提
起

〉讐

り

一死創 嶽

i1グし1

1τ

力

多
の

、

↑と

ぜ
、

1δ
.

り

接
鈍

語
`y

霜
舌

ヤ雪
,』:

`』,

2 r言
.書

.弄1一.『 一 『.

例拮
論

説理
明由

例拮
論

説理
明由

例績
論

説理
明臼

例結
論

説理
明由

例結
論

瑠

Fjl拮
諭

1曙

例㊥

説三!匡
明 由

碑

a

目反

題 論
提

そ
の

間反
迎論
提
起そ
の

間反
躍論

　鴇
鱒
起そ

の

問反
題論
提
起そ

の

問反
題輸
槌
起そ
の

問 まi∈

題,鋤

拠

起 ・i2
,,

;:享

ま ま ま ま ま ま ま
た た た た た た ～.二

反
請

反
論 謬1

反
請

.

反1反
論1論

'.三

k1[ 芸1き
一 ¶璽 ・一」魑 ・

 

ノ㌧

瑠
反

給

そ
の
ま
た
反

論

問

題
提
起

理
由

反

論

そ
の
ま
た
反
論

説

明

問

題
提
起

燦

蜷

窮

嵌
の
、
た
反
論

結
論

理
由

反
論

の
ま
た
反

例

説
明

問
題
提
起

・@

囎
反
論

そ

の
ま
た
反
論

問
題

提
起

結
論

理
由

反
論

そ

の
ま

た
反
請

例

説
明

問
題

提
起

も

β

ヤ

滑

ヒ

ジ

〃
Y

燦

幽

叢

鵬
㌫

・
・
た
反
論

棚

7J

lぎ'

結
論

理
由

反
論

そ

の
ま

た
反
諭

@

説
明

問
題
提
起

し

吊

し

結
論

理
由

⑤

そ
の
ま
た
反
論

例

説
明

問
題
提
起

《

毛

結
論

理
由

反
論

例

説
明

問
題
提

の
ま

た

押K

、卸

ノ
リ

曾

理
由

反
論

そ
の
ま
た
反
論

例

説
明

問
題
提
起

16

 

③

④



ワ ー ク シ ー トE組 番 名前

テーマr文 章は縦書きか、横書きか』

1あ なたは、どの班(自 分の班も含あて)の 意見発表が、一番分かりやすいと思いまし
たか。また、その理由はなんですか。

口 班
(理 由)

2班 の意見としてまとめてみましょう。

どの班(自 分の班も含めて)の 意見発表が、一番分かりやすいと思いましたか。また、
その理由はなんですか。

口 班
(理 由)

3ほ か の班 の 発表 を メモ してみ ま し ょ う。

班 一 番 よ か っ たの は そ の 理 由

4ま と め

【評 価 カ ー ド】 一
項 目 評 価

個
人
と
し
て

①接続語句や文末表現に気を付けて聞くことがで きた。 321

②話材や組み立てに気を付けて聞くことができた。 3Z1

③内容を しっかりと理解することができた。 321

班
内
の
活
動

①メモを もとに自分の考えを発表することができた。 321

②班の人の意見をしっかり聞 くことができた。 321

③班の話 し合いに積極的に参加できた。 32旦

〔評価にっいて⇒3… よくできた2・ ・できた 』1…もうひとがんばり〕
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2理 解 班

(1)単 元名

「表現 の工夫」 に着 目 しなが ら文 学 的文章 を主体 的 に読 み取 る。(教 材 内海 隆一 郎

「水曜 日の ク ッキー」学校 図書2年)

② 単元設 定 の理 由

言語 は自分 の意 思 を正 しく伝 えた り、相手 の意思 を正 しく理解 した りす る ため にあ る。

また、 物事 を正 しく認識す るために も言語 は不可欠 であ る。 したが って 「主体的 な言 語活

動」 とは、 このよ うな 「意志疎通 と して の言語」 と 「認 識す るための言語」 とを生徒 が積

極 的 に用 いる ことと考え られ る。

文学 的文章 の指導 は、生徒 の心情 を深 める とともに二っの側面 を もっ言語活動 を主体 的

に行 うための一っ の方法 と して位 置付 ける こともで きる。 文学的 文章 にお ける 「表現 の工

夫」 の学 習 は、 日常 の コ ミュニケー シ ョンの場面 にお いて も、 また物 事を認識す るときに

も役 に立 つで あろ う。

(3)単 元 目標

① 「表現 の工夫」 を整理 ・分類 した ものを参考 に し、簡単 な詩 の創作 に取 り組む ことによっ

て、 「表現 の工夫 」 の面 白 さや大 切 さに気付 く。

② 教材文 の個 々の場 面で の最 も特徴 的な 「表現 の工夫」 を取 り上 げて、 その機能 や意 味を

学習 し、 さ らにその 「表現 の工夫」 を用 いて作文 を書 くことによ り、 「表現 の工夫 」 につ

いて考 えなが ら積極 的 に取 り組 む。

③ その小説 の最終場 面の一節 を省 略 して生徒 に提示 し、生 徒 にその部分 を創作 させ、 それ

を本文 と比 較検討 させ る ことを通 して、「表現 の工夫」 に着 目す る姿勢 を身 に付 けさせ る。

(4)指 導計 画

・第1時 ① 小説 や詩 などにおけ る 「表現 の工夫」 にっ いて のい くっか の例 を もとに学 習

す る。

② 詩 「ウソ」 の第 四連 まで に見 られ る 「表 現 の工夫」 を探 す。

③ 詩 「虹 の足」 の創作部分 を読み、参考 にす る。

④ 詩 「ウソ」 の第五連 の省略 され た部分 にっ いて、表現 を工夫 させ なが ら創 作

す る。

・第2時 ① 前時 に取 り組ん だ創作 作品か ら、様 々な友人 の 「表現 の工夫」 に触 れ る。

② 「水 曜 日のク ッキー」(最 終場面 カ ッ ト版。以下 「本文 」 とす る)の 前 半 部

を範読 して、 そ こまでの あ らす じをっか ませ る。

③ 本文 冒頭部 におけ る 「表現 の工夫」(人 物描写 の仕 方 と伏線)に ついて学習

す る。

④ 自分 の友人 につ いて作文す ることによ り、人物描写 につ いて学 習す る。

・第3時 ① 前時 に学習 した 「言 葉(文 章)に よ る人物描写」 を相互 に読 み合 い、人物 を

生 き生 きと描写す ることを学ぶ。

② 本文 第2の 部分 にお ける 「表現 の工 夫」(情 景描写 の仕方 と擬 人法)に つ い

て学習 す る。
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・第4時

・第5時

・第6時

・第7時

・第8時

(本 時)

③ 校 庭 に出て校庭 の様子 を言葉(文 章)で 描写 す ることによ って、情景描写 に

ついて学習 す る。

① 前 時 に学習 した 「言葉(文 章)に よる情景描写」 を相互 に読 み合 い、擬人 法

な どの効果 を理解 す る。

② 本 文第3の 部分 にお け る会話 文 につ いてその工夫 を学習 す る。

③ 会 話文 にっいてその他 の例(3つ)に 触 れ、様 々な工夫 の仕 方が ある ことに

気付 く。

④ 知 人 の様子 を会話 文 を使 って表現す る。

① 前時 に学 んで 「会話文 によ る人物描写」 を相互 に読み合 い、話 し言葉 と書 き

言 葉の違 いに気付 き、 その 「表 現の工夫」 について理解 す る。

② 会 話文 を用 いた創作 の中か ら表現が工夫 されて いると思 われ る ものを選 ぶ。

③ 国語班 で話 し合 い、各 自の選 んだ作品 のよ さを さ らに深 く考え る。

④ 班 ごとに考 えを発表 し、議論 を深 める。

① 本文後半部分 の範読 のの ち、冒頭部分 か ら本 文第4の 部分 に認め られ る 「倒

置的構成」 につ いて学習 す る。

② 本文最終部分 の省略 されて いる部分 を想像 して書 く。

① 前時 に学 んだ 「省略 されて いる部分 の創作」 を国語班 の中で紹 介 し合 う。

② 国語班 で は、 さ らに表現 を膨 らませ た り、推敲 した りす る。

① 国語班 で まとめ た最終部分 の創作 を紹介 し、 いろいろな 「表現の工 夫」 に気

付かせ る。

②4っ の班 の創 作 を特 に取 り上 げて、 それ らの中で どのよ うな 「表現 の工 夫 」

が なされてい るか考 える。

③ 作者 に よる原文 と自分 た ちが創作 したそれ らとを比較 し、作者 の 「表現 の工

夫」 を理解 す る。

(5)本 時の指導

① 本時の学習 目標

ア 「表現 の工夫」 を考え なが ら各 自で文章 を読 み、何 が優れて い るか気付 くことがで き

る。

イ 「表現 の工夫」 を考え なが ら各 班で話 し合 い、何 が優 れて いるかその理 由を具体 的 に

考え る ことが で きる。

ウ 「表現 の工夫」 を考え なが ら、言 葉 の適切 な選 び方を理解す る ことがで きる。

② 本時の評価(事 後 ア ンケー ト 対 象生徒108人)

ア 「表現 の工夫」 を考え なが ら各 自で文章 を読 み、何 が優れて い るか気付 くことがで き

たか。

イ 「表現 の工夫」 を考え なが ら各 班で話 し合 い、何 が優 れて いるかその理 由を具体 的 に

考え る ことがで きたか。

ウ 「表現 の工夫」 を考え なが ら、言 葉の適切 な選 び方 を理解す る ことがで きたか。
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③ 本時の展開

導

入

5

分

指 導 生 徒 の 活 動 評 価

◇前時 までの学習 内容 を確 ◇前時 まで の学習 内容 を思 ○教師 の話 を、集中 して聞

認 し、本 時 の学習 の流 れ と い出 し、 本時 の流 れ と目標 くこ とが で き る。(観 察 法)

目標 を説 明す る。 を理 解 す る。 ○興味 ・関心 を もって掲示

◇掲示 され た各班 の創作 を ◇掲示 され た自分 たちの創 物を読 む。(観 察 法)

紹 介 す る。 作 を読 む 。 ○ プ リン トに集 中 す る。

◇最終部分を創作 した中か ◇ プ リ ン トを読 む。

ら四っを選 んで ま とめた プ

リン トを配 布 。

[説 明]「 国語班 で まとめ たみ ん な の創作 で す。 立 派 な創 作 に な った と思 い ます6

(班 ごとに具体 的な評価 の言葉 を入 れ る)」

展

開

1

10

分

◇ 四つの作 品の表現 の工 夫 ◇ 四つ の作 品の中か ら、 特 ▽ どれが特 に工 夫 され て い

を 考 え させ る。 に良 い もの を さ が し、 「創 るか 自分 で考 え ることがで

作 評 価 カ ー ド」 に 自分 の 考 き る。(観 察 法)

え を 記 入 す る。 △ ■ 「創 作 評 価 カ ー ド」 に

自分 の考 えを適 切 に記入 す

る こ とが で き る。(観 察法 ・

自己評価 ・相互評 価)

【発 問 】 《指 示 》 「で は、 この 中 で ど れ が 特 に 表 現 が 工 夫 さ れ て い る か 考 え 、 カ ー

ドに記 入 しな さ い。」

展

開

2

10

分

◇ 班 に移 動 させ 、 上 記 の ◇班で話 し合 う。 ○班 の話 し合 いに積極 的 に

【発 問 】 に っ い て 、 各 班 で ◇ 表現 が特 に工 夫 されて い 取 り組 む。(観 察法)

考 え を ま とめ させ る。 る と思 わ れ る もの を班 と し △班 と しての意 見を ま とめ

て 二 っ 決 め、 そ れ ぞ れ 「金 て い くこ と が で き る。

賞 」 「銀 賞 」 と し、 そ の マー (観 察法)

ク を は る 。

《指 示 》 「班 長 は、 班 員 の意 見 を よ く聞 き班 と して の考 え を ま と め な さい。」
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展

開

3

10

分

◇ 各 班 か らま と ま っ た考 え

を 発 表 して も らい 、 論 議 さ

せ る。

◇ 「金 賞」理 由を発表 しあ

い、論 議す る。

△班 の意見を きちん と発表

で きる。(観 察法)

△▽ 他の班 の意見 を理解 し

なが ら論議 に参加 す ること

がで きる。(自 己評価)

《指 示 》 「金 賞 理 由 を発 表 し、話 し合 い な さい。」

展

開

4

10

分

◇作者 による原文 を紹 介 し

その 「表現 の工夫」 につ い

て学 習 させ る。

◇ 発 問 に答 え なが ら、 説 明

を よ く聞 き、 板 書 を プ リ ン

トに写 して い く。

▽原 文 に見 られ る 「表現 の

工夫 」を理解す る ことがで

きる(自 己評価)

【発 問 】 「こ この会 話 文 に は も う一 つ 、 ど の よ うな心 情 が読 み取 れ ます か。」

【発 問 】 「石 川 さん の 喜 ん で い る様 子 は ど の よ うに描 か れ て い ます か 。」

ま

と

あ

5

分

◇原文 と創作作 品を比較 さ

せ、 その効果 の違 いを学 習

して ま とめ とす る。

◇ 発 問 に答 え な が ら、 説 明

を よ く聞 き、 理 解 す る。

▽原文 と創作作 品を比 較 し

て、そ の効果 の違 いを理 解

で きる。

[説 明]「 こ の よ うに適 切 な言 葉 を過 不 足 な く使 って 書 く、 とい う工 夫 の仕 方 もあ り

ます 。」

*評 価 の記 号一〇意欲 ・関心 ・態度 ▽理解 △表現 ■言語事項

⑥ 考 察

「水 曜 日の ク ッキ ー」 とい う小 説 教 材 の内容 や主題 の理 解 まで 踏 み込 む こと はで きなか っ

たか も しれ な いが 、 創 作 を通 して 生 徒 が 自 らか か わ って い く こ と に よ っ て 、 そ れ まで の

「読 解 」 中 心 の授 業 に は見 られ な か っ た学 習 へ の意 欲 や 関心 の 高 ま りを 感 じ取 る こ とが で

きた。 主 体 的 な言 語 活 動 を 促 す 授 業 の実 践 的 な一 っ の方 法 と して 、 「読 む 」 こ と と 「書 く

こ と」 とを っ な げ る こ とが大 事 で あ る と い うこ とを 、 改 め て強 く感 じた 。
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9

ワ
ー
ク
シ
ー
ト

「水
曜
日
の
ク
ッ
キ
ー
」
そ
の
2

二
年

組

番

氏
名

1

ど

う

し
た

の
か

な

あ
。

風

邪

で
も

ひ
い
た

の
だ

ろ
う

か
。

し

五

月
上

旬

の
空
気

は

す

が
す

が

し
く
、

と

て
も

風

邪
な

ど

ひ
く
よ

う
な
季

節

で

は
な

い
。

も
え

た
た

せ

て

い
る
。

そ
ば

の
け
や

き

の
木

は

、
生

き

生
き

と

し
た
若

葉

を

石

川
さ

ん

は
、

こ
の

一
年

ほ
ど

、
午

後

の
散
歩

を

欠

か
し

た

こ
と

が
な

い
。

医
師

の
勧

め

で
、

毎

日

一
時

間

は
歩

く

こ

と
に

し

て
い

る

の
で
あ

る
。五

十
歳

の
声

が

聞

こ
え

た
ら

、
急

に
体

の
調

子
が

不
安

定

に
な

っ
て
、

そ
れ

が

は

つ
き
り

と
心

亀

図

の
上

に

現
れ

た
。

「
ニ
ト

ロ
」
と

呼

ば
れ

る

直
径

六

ミ
リ

ほ
ど

の
白

い
錠
剤

を

肌
身
離

さ

ず
持

っ
て
、

発
作

に
備

え
る

よ
う

に

と
指

示
さ

れ
た

時

は
、

さ
す

渉

に

シ

日

ッ
ク
を

受
け

た
。

そ

れ

以
来
ず

っ
と
、

ま

だ
経

験

し

て
い
な

い

発
作

の
苦

し

み
を
あ

れ

こ
れ
想
像

し
て
、

お

び
え

続

け

て

い
る

の

で
あ

る
。

1

心

臓

に

い
い

の
な

ら
、

仕
方

な

い
な
。

そ

う
思

っ
て
渋

々
始

め

た
散

歩
な

の
だ

が

、
間

も
な

く
、

こ
ん
な

に
す
ば

ら

し

い
こ
と

を
、

こ
れ

ま

で
ど
う

し

て

見
過

ご

し

て
い
た

の
だ

ろ

う
、

と

思
う

よ
う

に
な

っ
た
。

こ
と

に

「
け
や

き

通
り

」

に
来

る
と

、

つ
く
づ
く

そ
う

思

う

の
で
あ

る
。

そ

こ
は
、

呼

び
名

の
と

お
り

け
や

き

の
並

木
道

に
な

っ
て

い
る
。

幅

十

メ
ー
ト

ル
の
車
道

を

挟

ん

で
、
幹

の
太
さ

が

大

人

の
腕

で
よ

う
や

く

一

抱

え

で
き

る
ぐ

ら

い

の
け
や

き

の
木

が
、

六

メ
ー

ト

ル
間
隔

で
そ
び
え

て

い
る
。

両

側

に
、

ゆ

っ
た

り
し

た
歩

道

が

つ
い

て
い
る
.

お

よ
そ

ニ

キ

ロ
の

「
け

や
き

通

り
」

に

は
人
家

や
店

舗

が

少
な

く
、

畑
や

雑

木
林
が

目
立

っ
て

い
る
。

都

心
か

ら
電
車

で
約

一
時

間
半

の
、
武

蔵

野

の

一
角

に

で
き

た
比
較
的

新

し

い
町

だ
か

ら

で
あ

る
。

車
道

の
中
央

に
立

っ
て

見
る

と
、

け
や

き

の
列

が
目

の
届

く

限
り

に
連
な

っ
て
、
高

い
こ
ず

え

を

風
に

そ
よ

が

せ
な

が

ら
美

し

い
遠

近
法

の
構

図

を

見

せ
て

い
る
。

四
季

お

り
お

り

の
け

や
き

の
表

情

が
あ

る
。

冬

空
に

黒

々
と
腕

を
伸

ば

し
て

い
た
裸

木
が

、

薄

い
緑

色

を

一
掃

き

し

た

よ
う

な
新

芽

を
吹
き

、

や

が

て
び

っ
し

り
と

緑
葉

を
茂

ら

せ
、

秋

風
と

共

に
黄
葉

を
降

り
注
ぐ
。

ー

石
川
さ

ん

は
、

こ

の

一
年

間

、

「け

や
き

通

り
」
の
四
季

に
接

し
な

が

ら
、

い

つ
も
さ

わ

や

か
な
散

歩

を
楽

し

む

こ
と

が

で
き
た
。

渋

々
な
が

ら

の
散

歩
を

す
ば

ら

し

い
も

の

に
変

え
て

く
れ

た

「
け
や
き

通

り
」

は
、

石
川

さ

ん

に

一
人

の
若

い
友

人

ま

で
紹
介

し

て

く
れ
た

。

そ
れ

が
、

ク

ッ
キ

ー
亮

り

の
青

年

で
あ

っ
た
。

「
表
現

の
工
夫

」

婁

描
写
↓

の
場
の
あ
り
さ
ま
や
風
景
の
攣

な
ど
罹
景
」
を
描
く
こ
と
を
特
に
「婁

描
写
」
と
呼
ぶ
。

擬
人
法
-
比
喩
法
の
一
種
。
人
間
以
外
の
も
の
を
人
格
化
し

人
間
に
た
と
え
る
方
法

*

こ

の
部

分

は

こ

の
小
説

の
重
要

な
舞

台

で
あ

る

「
け

や
き

通
り

」

の
様

子

が
印
象

的

に
描

か

れ

て

い
る
。

木

々
の
様

子
を
描

い
た

「
情

景
描

写

」
を
探

し

、
傍

線

を
引

き
な
さ

い
。

そ

の

【
け

や
き

通

り
」

の
情
景

や

)

*

ま

た
、

こ
の
部

分

で

は
擬

人
法

が

巧
み

に
使

わ
れ

て

い
る
。

擬
人

法
が

使
わ

れ

て

い
る
部

分

を
探

し
、

次

に

抜
き

出

し
な

さ

い
。

*

学

校

の
校

庭

の
様

子

を
描

き

「
情

景
描

写
」

の
文

(
文
章

)
を

書
き
な

さ

い
。

そ

の
際
、

「
擬

人
法

」
を

で
き

る
だ

け

使

っ
て
書

き
な

さ

い
。

1

トっ
bO

I



情
景
描
写
の
創
作

(7

ク
、了

ト
そ
の
2
よ
り
)

私

は
あ

る

日
外

に

出
た

。
外

の
風

は
肌

寒

く
、

ど

こ
か
ら

と

も
な

く
笛

の
音

が

聞

こ
え

る
。

校
庭

で

は
三

隼
生

が

走

っ
て
い

て
ま

る

で

メ

リ
ー

ゴ
ー

ラ

ン
ド

の
よ

う
だ

。

追

い

つ
き

追

い
抜
く

。

そ

こ
に

お

日
様

が
割

り
込

ん

で
日
光

を

さ
ん

さ
ん

と
降

り

注

い

で
い

る
。

(
2
A

・
男

子
)

太
陽

は

木
を

照

ら

し
、

木
は

草
や

風

に
さ

さ

や

き
か

け

て

い
る
。

じ
さ

せ

る
。

ま
た

校
庭

に

は
多

く

の
木

々
が

そ

び

え
た

っ
て

い
る
。

そ

の
木

の
葉

は
さ

ま
ざ

ま

に
色

づ

き
大

人

び
た

様

子
を

感

(
2

A

・
男

子
)

テ

ニ
ス

コ
ー
ト

側

の
小

さ
な

ジ

ャ
ン
グ

ル
、

木

の
む

れ

の
あ

た
り

は

天
気

の
良

い
と

き

で
も
少

し
暗

く
か

す

か
に

話

し
声
が

聞

こ
え

て

く

る
よ

う
だ
。

木

に

風
が

ふ

く

と
ざ

わ
ざ

わ
話

を

し

て

い
る
よ

う

に
私

に
は

見
え

た
。

(
2
A

.
女

子
)

私

の
前

に

は
高

さ

一
メ
ー

ト

ル
に

も
満

た
な

い
木
が

立

っ
て

い
る
。

そ
れ

は
実

に

そ

っ
け
な

い
の
だ

が
、

僕

の

こ
と
を

書

い

て
く

れ
と

言

っ
て

い
る

よ
う

に

も

見
え

る
。

そ

の
姿

は

映
画

の

E

・
T

の
よ
う

で
あ

る
。

そ

の
下

か
ら

生

え

て

い
る
猫

じ

や
ら

し

は
、

E

.
T

を
守

る

子
供

た
ち

の
よ
う
だ

。

(
2
A

.
女

子
)

銀

杏

の
葉

も
衣

替

え
、

緑

か

ら
黄

色
、

な

ん
だ

か
自

慢

し

て

い
る

み
た

い
。

三
本

の
鉄

柱

は
相

変

わ
ら

ず

黙

っ
て
い

る
。
高

貴

な
感

じ

で

「
ツ

ン
」

と
立

っ
て

い
る
。

サ

ル
ビ

ア
は

人
が

フ

ツ
と
走

り
去

っ
て

い
く

時

、

し
な

や

か
な
体

を

「
ク

ル
リ
」

と

踊
ら

せ

る
。

そ

れ
を

父
親

の
よ

う

に
あ

た
た

か

く
見

つ
め

て
い

る
木

々
は
時

々
、
優

し

く
黄

色

や

赤

に
染

ま

っ
た
葉

を
毛

布

の
よ

う

に
落

と
す

。
斜

め

か

ら
ふ

り

そ
そ

ぐ
夕

日
を

木

々
は

受
け

止

め
、
ぼ

や

け

た
影

を

イ

ン
タ
ー

ロ
ッ
ク

の

上

に
落

と

す
。

木

々
の
間

に

「
ぽ

つ
ん

」

と

二
人

で
仲

良
く

座

っ
て

い
る
銅
像

は

小
さ

な
松

の
陰

で
内

緒

話

を
し

て

い

る
よ
う

だ
。

(
2
A

・
女

子
)

あ

の
雲

は

、
小

さ

い
羊

が
群

を

な

し

て
移
動

す

る
か

の
ご

と

く
、

ゆ

っ
く

り

ゆ

っ
く
り

形
を
変

え
な

が
ら

動

い

て

い
く

。

そ

し
て
ち

ょ

っ
と

下
を

見

る
と

木

が

そ
よ

風

で
か
す

か

に
動

い
て

い
る
。

そ

し

て
、
羊

の
群

は
そ

の
木

の
向

こ
う

に
消

え

て
ゆ
く

。

(
2
B

・
男

子
)

そ

こ
に
は

ま
だ

青

い
木
と

い

つ
し

ょ

に
も

う
赤

く
な

っ
て

ほ
と

ん
ど
葉

っ
ぱ
が

な

い
木

が
あ

っ
た
。

そ

こ
に

は
ギ

ン
ナ

ン

の
匂

い
が
気

持
ち

い

い
風

と

と
も

に

流
れ

て

い
た

。
空

は

深
く
青

く
そ

れ

で

い
て
何

か
さ

び

し
げ

だ

っ
た
。

(
2
B

.
男

子
)

あ
た

り

の
草
、

木

、

花

は
、

秋

の
ほ

ん

の
り
あ

た

た
た

く
や

さ

し

い
吐
息

に

ゆ
ら

れ

て
、
春

夏

の
生

き
生

き

と

し
た

緑

葉
か

ら
、

赤
、

茶
、

黄

色

の
着
物

を
ま

と

っ
た

大
人

の
よ

う

な
木

々
が
た

く

さ
ん

あ

る
。

猫

ジ

ャ

ラ

シ
は
今

に
も

眠

り
そ

う

に

こ

っ
く

り

こ

っ
く
り

し

て

い
た
。

空

の
雲

は
、

秋

の
風
と

と
も

に

の

ん
び

り
と
青

い
海

を
泳

い
で

い
た

。

(
2

B

.
男

子
)

十
月

の
校

庭

、
空

は
脊

く
す

き

通
り
、

雲

は
隊

列

を
組

ん

で
並

ん

で

い
る
。

空

を
眺

め
、

風

が
何

か
さ

さ
や

き
な

が
ら

通
り
す

ぎ

て

い
く

の

で
あ

る
。

花
壇

に
は
花

が
背

伸

び
を

し
、

た

く
さ

ん

の
木

は
静

か
に

(
2
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・
男

子
)

校

庭

に

は
奥

の
方

に
枝

の
垂

れ
た

木
が

あ

る
。

半

分

は
緑

色

の

フ

ェ
ン

ス
み
た

い
な

も

の
に

か
く

れ

て

い
て
、

も
う

半

分

は
太
陽

の
光

を

体

い

っ
ぱ

い
に

あ
び

て
い

る
。

風
も

少

し
吹

い
て

い
る
か

ら
左

右

に
少

し
ず

つ
そ

の
枝

は
ゆ

れ
る
。

枝

の
ま
わ

り

に
は

葉
が

あ

る

の
だ

お
も

し
ろ

い
こ

と
に

そ

の
葉

も
枝

と

同
様

に
垂

れ

て

い
る
。

だ

か
ら

、

そ

の
葉

は
葉

と

い
う

よ

り
笹

と

か
草

な

ど

の
よ
う

な

も

の
に

見

え

て
し

ま
う
。

(
2
B

.
男

子
)

空

に
は

あ
た

た

か

い
太

陽

と
、

の
ん

び

り
と

少

し
ず

つ
形

を
変

え

て
流

れ

る
雲
。

日
は

す

で
に
西

に
傾

い

て
、

季
節

は
す

っ
か
り

秋

の

色

に
染

ま

っ
て

い
る
。

音
楽

室

か

ら

は
笛

の
音

が
聞

こ
え

て
く

る
。

う

る
さ

い
音

は

ま

っ
た

く
聞

こ
え

な

い
、
気

持

ち

い
い
午

後
。

や
さ

し
く

ゆ
れ

な
が

ら

木

々
の
緑
が

さ

さ
や

き

合

っ
て

い
る
よ
う

に

、
キ

ラ

キ
ラ

と
太

陽

の
光

を
す

か

し

て

い
る
。
自

然

の
小
さ

な
動

き

が
私

を

あ

き
さ

せ
な

い
。
.気

が

つ
く
と

、

日
は

さ

っ
き

よ
り

も

西
に

傾

い

て

い
る
。

(
2
B

.
女

子
)
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V研 究のまとめと今後の課題

本 年度 の研究 の課題 は、「生徒一人一人 の学 習意欲 を高 め、主体 的 な言語 活 動 を促 す指 導 と

評価 の工夫」 であ り、表 現班、理解班 の2班 に分 かれて研究 して きた。私 た ちは、 この間の研

究 で、以下 のよ うな成果 を得 るとともに、新 たにい くっかの課題 に気付 くことがで きた。

○ 表 現班 では、 「音声言語 による論理的 な表現 力の育成」 とい う副主 題 を 設 け、 音 声言 語 に

よ り論 理的 な表現力 を育成す ることが、生徒 の学習意欲 を喚起 した り、主体 的 な言語活動 を

促 した りす る うえで重 要で あ ると考 えた。 考察 に示 した ように、「話 材 カー ド」や 「構成 カー

ド」等 を使 い、意見 を発表す る ときの組 み立て に重点 をおいた指導を行 った。

・ 研究 の成果

① 自分 の考 えを相手 に分か りやす く伝 え るためには、適切 な組 み立 てが必要 であ る ことに

着 目させ る ことが で きた。

② 意 見を発表す る とき、 しっか りした組 み立て に従 って主張 しよ うとい う態度 を育成 する

ことがで きた。

・ 今後 の課 題

① 発音 、発声等 に関 す る配 慮や話材 を豊 か にす る力、 目的や場面 に応 じて的確 に表現す る

力 などの育成。

② 話 し合 い活動 の なかで、他 者 の意見 を正確 に聞 き取 り、 自分 の意見 を組 み立 て、説得力

のある表現 がで きる力 の育成。

③ 上記①、② の能 力 を身 に付 けるための各学年 の系統 だ った指導 計画 の作成。

○ 理解班 で は、 「文学 的文章 を主体的 に読 み取 る力 を育 て る 「表 現 の工 夫』 に着 目す る

ことを通 して 」 とい う副主題 を設定 して研究 を進 めた。 まず、生徒 に対 す るア ンケー ト

調 査 の結果 か ら、 「文学 的文章 の学習 は嫌 いで はないが、 あ らす じさえ分 かればそれ で良 い」

とい う表面 的な理解 しか していな いこと、 そのため 「文学的文章 を深 く味わ うことがで きず、

興 味が持続 しない」 な どの実態 があ るこ とが分 か った。 そ こで、文学 的文章 において作 者が

自 らの思 いを効果 的に表現す るため に用 いた 「表現 の工夫」 を、 中学生 の発達段階 を考慮 し

っっ取 り上 げた。 また、教材研究 の段階で、生徒 に確実 に理解 させた いと思 う箇所 で は、理

解 の手掛 か りとして、「表現 の工夫」 に着 目させ るよ う、 きめ細 か く計画 を立 てた。 さ らに、

「生徒 が主体 的 に読み取 る」 ことがで きるよ う研 究授業 を実践 した。

・ 研究 の成果

① 学習 した表現技 法を用 いて短作 文を書 く活動 を取 り入 れ る ことに より、生徒 の主体 的な

活 動を促す ことがで きた。

② 文学的文章 の終末 部を省略 した教材 文を与 え、省 略 され た部分 を生徒 が 自 ら想像 して書

く活 動を取 り入 れ ることによ り、生徒 の学 習意欲 を喚起 で きた。

・ 今後 の課題

① 学 習内容 と生徒 の実 態 に応 じた ワークシー トの作成。

② 生徒 同士の相互評価 の段階で、他 の人 の優れ た点 が見っ け られ るよ うな理解力、鑑賞 力

の育成。

今回 の研究 で は、「音声言語 によ る表現」 と 「文学 的文章 の理解」 の二分 野 を取 り上 げて研

究 を行 ったが、 本年 度 の研究主 題 は、国語科学 習指導 の全領域 にお いて追究 して い くべ き課題

であ る。本研究 を契機 に、 さ らに研究 を深 めてい きた い。
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